












夫の死
　1922（大正11）年、息子・博人が第一高等学校に入学し喜んだ同じ年に、最大の協力者であ
った夫・荒太は糖尿病を悪化させ亡くなります（享年55歳）。彌生は今までの二倍働かなければ
ならないと決心しますが、幸い学校も病院も順調な発展の時代に進んでおり、義弟の正明の助け
もあり、仕事は発展していきます。翌1923（大正12）年には関東大震災により病院を焼失しま
すが、焼け残った病院を買い取り患者が押し寄せました。

女性の地位向上のため幅広く活動
　彌生は女性の地位向上にもつとめ、さまざまな団体の役職や、政府の委員も依頼され就任しま
す。国外へも活躍の場を広げ、1928（昭和3）年にはホノルルでの第一回汎太平洋婦人会議に
参加、1939（昭和14）年には、厚生省・文部省の嘱託として、欧米に医学教育・母子保護事業を
視察に行きました。しかし第二次世界大戦後は、これらの活動が戦争協力とみなされ、1947（昭
和22）年から1951（昭和26）年まで、教職・公職から追放されます。

念願の大学昇格
　1945（昭和20）年、学校は空襲で焼失します。その再建と大学昇格のため、同窓会組織の至誠
会が「大学昇格期成同盟」を組織し、募金活動を展開しました。大学昇格にあたっては共学にする
ことを勧告されますが、女性の社会的地位向上のための医学教育という創立趣意により、女子医
科大学として存続を図ることになります。1951（昭和26）年、東京女子医科大学の認可がおり、
翌1952（昭和27）年、81歳の彌生は学頭に就任、同年創立五十周年記念式典が行われました。
　長年にわたり日本の女子医学教育に尽くした彌生は、1959（昭和34）年5月に彼女の志を継
ぐ多くの卒業生たちに看取られながら88歳の生涯を閉じました。

東京女子医科大学― その後の発展
　彌生の死後も大学は発展し、看護学校、看護学部、先端生命医科学センターなどが設立・開設
されています。2009年には男女共同参画推進局を設立、2017年女性医療人キャリア形成セ
ンターと名称変更し、「女性医師・研究者支援部門」、「女性医師再研修部門」、「看護職キャリア
開発支援部門」、「彌生塾」、「働き方の多様性を考える委員会」の従来の5つのプロジェクト部門
に加え、「ダイバーシティ環境整備事業推進室」を設置しました。女性医師は出産、子育て、ある
いは配偶者の転勤などで臨床現場を遠ざかり、復帰の道を断たれる場合がまだ多く、「女性医師
再研修部門」では、相談者の出身大学を問わず復職の相談を受け付けています。その8割が学外
からとなっています。また医学部における女性リーダーといえる女性教授の比率は、2015（平
成27）年度14.7％から2018（平成30）年度17.9％へと着実に増えています。
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